




































序章  研究の目的・視点・方法 
第 1章 在日コリアン社会の形成と変容 
第 2章 朝鮮（韓国）におけるキリスト教の歴史的展開と新旧コリアンへの影響 
第 3 章 エスニック・チャーチとしての存続と葛藤―在日大韓基督教会の再建を支えたアクター
に注目して― 
第 4 章 在日コリアンのエスニック・チャーチからマイノリティのための教会へ―在日大韓基督
教大阪教会を事例に― 
第 5章 在日ホーリネス教会の再建と変容―東京・大阪・広島を事例に― 
第 6 章 在日コリアンのエスニック・チャーチから日本宣教を行う教会へ―広島第一教会を事例
に― 
第 7章 宣教団体の支援による再建と葛藤―戦後における東京福音教会の再建過程― 
第 8章 在日コリアンのエスニック・チャーチの維持―東京福音教会を事例に― 
補論  国際結婚夫婦の信仰生活―信仰の深化と教会への帰属意識― 







































































































































































第 8 章では、東京福音教会における 1980 年代以降の動向から、その組織マネジメントの特徴
を明らかにした。1980年代以降、韓国系ニューカマー牧師が赴任するようになった東京福音教会
では、そういった牧師の存在に加え、同教会の存立基盤や財政的な安定性に魅力を感じるなどし
て韓国系ニューカマーが参与するようになり、教勢が瞬く間に拡大した。一方で新旧コリアン間
では宗教的実践をめぐり両者の対立がしばしば顕在化した。単立教会であることを背景に、教会
運営のイニシアティブを長らく握ってきたのは、基本的に在日コリアン長老であった。長老は韓
国系ニューカマー牧師・信者を「新参者」として受け入れつつ、在日コリアンが慣れ親しんだ教
会活動の維持ないし回帰を志向してきた。そのため、韓国系ニューカマー牧師によって長老の運
営路線にそぐわない独自の教会運営が行われた際には、牧師の辞任などの処置がとられ、韓国系
ニューカマー信者の減少がみられたことを論じた。 
以上から、東京福音教会は在日コリアンである長老と韓国系ニューカマー牧師の間で志向性の
違いがみられ、在日コリアン長老の運営方針から外れない範囲で韓国系ニューカマー牧師の牧会
がなされてきたことがわかる。このことから、同教会の組織マネジメントは、在日コリアンたち
への配慮を最優先にするエスニック・チャーチとして運営しつつも、それに反しない程度に韓国
系ニューカマーたちのニーズも反映させるという意味で、重層的な構造を有する形態だといえる。 
 
補論では、東京福音教会における国際結婚夫婦（韓国系ニューカマー妻と日本人夫）に焦点を
当て、教会の提供する宗教的プログラムが、国際結婚夫婦の信仰にどのような影響を与えるのか
を明らかにした。調査対象とした国際結婚夫婦は、当初、韓国系ニューカマー妻が自らの言語や
習慣に親和的な教会で熱心に活動する一方、日本人夫は韓国系ニューカマー妻に付き添う周辺的
な信者として同じ教会に参与していた。だが 2008 年以降、夫婦の通っていた教会の信者が減少
し、日本への定住志向がある信者の割合の相対的な増加によって、日本語話者を定着させるため
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の宗教的プログラムが充実した。そうした中で日本人夫が教会活動へ積極的に参与し、韓国系ニ
ューカマー妻の信仰のあり方を目標とするようになった。こうして国際結婚夫婦は、教会の中心
メンバーとなったが、夫婦関係に加えて信仰面から見た上下関係が、教会への帰属意識よりも優
先され、教会内でトラブルが起きた際には夫婦揃って他の教会に移るケースがみられた。 
以上から、日本語話者を定着させるための教会の宗教的プログラムが、日本人夫の教会活動へ
の参与を活性化させ、国際結婚夫婦間に存在する宗教的実践の差異を信仰面から捉え直させる一
方で、それがかえって夫婦をともに教会から離れさせる要因にもなりうることを指摘した。 
 
終章では、各章の要約をした後、本研究の総括として各事例の組織マネジメントの特徴とエス
ニック・チャーチとしての変容パターンとそれを規定した要因、および今後の課題を示した。 
戦時下、本論文で扱ったいずれの在日コリアン教会も日本基督教団への編入を余儀なくされ、
終戦を迎えるまでそのエスニシティを強調することは抑圧されていた。各教会は終戦後、そこか
ら即座に脱退したが、戦前とは在日コリアン人口が減少し、南北対立による同胞間での対立状況
があるなどして、少なからず困難さや葛藤を抱えながら、エスニック・チャーチとしての再構
築・維持がなされていた。 
1960年代から 1970年代にかけて構成員が在日コリアン二世へと世代交代していく中で、
1980年代以降、グローバル化を背景とする韓国系ニューカマーが参与する事態が生じた。これ
によって、在日コリアン教会では牧師の確保が容易になるとともに信者の増加がみられるように
なったが、多くの韓国系ニューカマーを抱えるようになった教会の中には、それまでの在日コリ
アンのためのエスニック・チャーチとしての理念や活動内容を維持存続することが難しくなって
いったものもあった。一方で、韓国キリスト教的なスタイルを内面化し、奉仕活動に熱心に取り
組み、教会を実質的に支えるようになってきた韓国系ニューカマーをいかに受け入れるかという
包摂の在りようと在日コリアンのためのエスニック・チャーチとしてどのように維持・継承する
のか（しないのか）が各教会で課題となった。そこで組織マネジメントが行われ、教会の理念や
活動面の見直し・刷新につながったというのが本論文の主張である。 
各教会の組織マネジメントからその変容パターンを分類すると、従来の在日コリアンのための
エスニック・チャーチとしての形態との関係や韓国系ニューカマーの包摂のあり様からいえば、
大阪教会は、在日コリアンのためのエスニック・チャーチとして部分的に持続しながら、韓国系
ニューカマーを含むマイノリティ全般を包摂するような理念を掲げ活動を展開している。これは、
在日コリアンという「中核」的な集団に配慮しつつ、包摂する対象を拡張していくといった意味
で、①「拡張型」だといえよう。 
広島第一教会は、在日コリアンのためのエスニック・チャーチとしての形態からは「脱皮」し
新たに日本宣教を掲げ活動する一方で、韓国系ニューカマーを日本人よりも優先されない存在と
して扱いつつ包摂するような取り組みもみられた。これは、在日コリアンのコンテクストとは断
絶した活動を展開し、日本人や韓国系ニューカマーを包摂している点で、②「変質型」だといえ
る。 
東京福音教会は、在日コリアンのためのエスニック・チャーチとしての運営体制を依然として
維持しつつも、韓国系ニューカマーのニーズも状況に応じて部分的に反映させてきた。これは在
日コリアンという「中核」的な集団を最優先と位置づけつつ、他の集団もそれに反しない程度に
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包摂しているという点で、③「重層型」というように分類することが可能だろう。 
このように、戦前から戦後にかけて在日コリアンのためのエスニック・チャーチとして活動し
ていた教会群は、1980年代以降、組織マネジメントの違いを背景とする展開上の差異が生じ
た。本論文では、教会ごとに組織マネジメントに差異が生じた要因として、長老制における牧師
‐長老間の力関係のグラデーションと各教会が置かれた地域的コンテクストをあげた。 
信者の代表として古参信者を教会運営の中核に参与させる長老制は、原理的に言えば「伝統」
を保持しやすいため、在日コリアンのためのエスニック・チャーチとしての形態が維持されやす
い運営形態だといえる。一方で、長老制を採用していても牧師が教会運営の主導権を握っていれ
ば、その「伝統」に配慮する必然性はなくなる。各教会の組織マネジメントをみると、広島第一
教会では、韓国系ニューカマー牧師が教会運営の主導権を握っていたため、日本宣教というそれ
までの「伝統」に依拠することのない活動を展開し、東京福音教会はそれとは対照的に、在日コ
リアン長老がその主導権を握り、「伝統」に則った教会運営が行われていた。大阪教会では、牧師
と長老が比較的均衡を保っていたため、「伝統」に配慮しつつ、他集団に対してもアプローチす
るような組織マネジメントが行われてきたことを指摘した。 
各教会が立地する地域的コンテクストについて、日本最大の在日コリアン集住地域である生野
区に立地する大阪教会の社会活動は理念上、誰もが参加できるものの、実際の参加者は地域の特
徴を反映して在日コリアンが中心で、彼／彼女らに配慮したプログラムが設けられてきた。こう
した地域的な特徴が、マイノリティ全般の包摂というベクトルだけでなく、在日コリアンのため
のエスニック・チャーチという「伝統」も維持している同教会の組織マネジメントにつながった
と考えられる。広島市に立地する広島第一教会の場合、市内に競合する在日コリアン教会への古
参信者の移動がみられ、かつ同教会以外に韓国系ニューカマー向けのオーソドックスな教会が市
内になかったため、「伝統」を維持・継承する人材が不足するとともに韓国系ニューカマーが参与
し実質的に教会を支えるようになった。そのため、同教会は在日コリアンのためのエスニック・
チャーチという形態から変質し、日本宣教を掲げる一方で韓国系ニューカマーも包摂するような
組織マネジメントを行うようになったものとみられる。首都圏を代表する在日コリアン集住地域
の一つである荒川区に立地する東京福音教会の場合、同地域内に林立する新興の韓国系キリスト
教会とは異なり、戦前から同地域に根ざしながらも韓国系ニューカマー牧師を迎えているという
オリジナリティを有していた。そのため、多くの韓国系ニューカマーが押し寄せ、牧師の発言力
も相対的に強まっていったが、在日コリアン長老主導の教会運営を変革するには至らなかった。
だが、韓国系ニューカマーの存在は同教会において欠かせないものであることから、「伝統」に則
った教会運営に反しない程度にそのニーズにも対応する組織マネジメントを行うようになったと
考えられる。 
以上の考察から、長老制における牧師‐長老間の力関係のグラデーションと各教会が立地する
地域的コンテクストは、ともに各教会の組織マネジメントを左右した要因だといえる。 
 
4．本研究の成果と課題 
本研究の知見を箇条書き的にまとめると次のようになる。 
 
①エスニック・チャーチの継承／変容という観点から在日コリアン教会の複数の変容パターン
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を析出した点。 
②教会内のコリアンのエスニシティが重層化したことを契機とした変容パターン（従来のエス
ニック・チャーチからの変化のかたち）を実証的に論じた点。 
③在日コリアン教会の展開上の差異を決定づけた組織マネジメントが、宗教組織内外の要因に
よって規定されていることを指摘した点。 
 
 ①について、そもそもエスニック・チャーチを対象とした研究は、日本においてはニューカマ
ーの宗教が主流であり、その継承／変容は論じられにくい傾向にあった。本論文で示した多様な
変容パターンによって、エスニック・チャーチの継承／変容論の一端を示すことができたと考え
る。 
 ②について、在米コリアン教会の先行研究では、移民二世や三世の世代交代によるエスニック・
チャーチの組織変革といった観点からの分析は多いものの、新旧コリアンというサブ・エスニッ
ク集団間の関係がもたらす組織への影響について実例を持って考察したものは少ないといえる。
本論文の知見から、同じ宗教を信仰しながらもそれに対する取り組み方や宗教的実践の異なるサ
ブ・エスニック集団の参与が、それまで維持されてきたエスニック・チャーチとしての機能を変
容させるだけでなく、韓国系ニューカマーの奉仕によって老人大学の活動が維持できている大阪
教会の事例のように、むしろ従来の機能を部分的に持続させる要因ともなりうると指摘できる。 
 ③について、「移民と宗教」研究において、宗教（組織）内部だけでなく、地域社会との関わり
を論じることが重要であると指摘されているが（高橋 2013: 442）、本論文はそれを実証的に示し
た一例だと位置づけられよう。 
今後の課題としては、第一に本研究で扱えなかった在日コリアンの非集住地域におけるキリス
ト教会との比較検討である。近年、外国人住民の非集住地域を主題化し、当該地域での多文化化
の状況を考察する貴重な論考が提出されているが（徳田ほか 2016）、そうした知見を参考にしつ
つ、「在日コリアンとキリスト教」研究を地域社会のコンテクストとより深く結びつけて発展させ
ていく必要性があるだろう。第二に、教会組織だけでなく個人レベルの教会選択・移動とアイデ
ンティティの絡み合いといった点を踏まえて、総合的に両者の関係を論じる視点である。在日コ
リアン個人に焦点を当てると、在日コリアン教会以外にも日本の教会に行ったり、教会に行かず
自宅で信仰生活を送ったりするなど、さまざまな形態がみられる。そうした複数の選択肢の中で、
なぜ在日コリアンは在日コリアン教会を選択したのか／選択しなかったのか、といった問題につ
いても今後検討していく必要があると考える。 
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